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Cefadroxilに よる伝染性膿 痂疹 をは じめ とす る膿皮症の治療

高橋 久 ・金子 修 ・北村忠兵衛

帝京大学皮膚科

新 しく合成 されたCephalosporin系 抗生物質であ るCefadroxilの 経 口投与によって,皮 膚化膿

症32例 の治療を行な った。小児に対 しては20mg/kg(15～30m8/kg)を 投与 したが,ヵ ブセルのま

ま内服できない患児には カプセル内容粉末を甘味料 と共に分割内服 させて,患 児は内服を容認 した。

成人には1日750mg～1000mgを 投 与 した。最長投与期間は16日 であ った。疾患別効果は伝染性

膿痂 疹22例(著 効15,有 効7),郷,痂 腫症6例(薯 効4,有 効1,や や有効1),蜂 窩織 炎1例(著

効),膿 瘍2例(有 効1,や や有効1),毛 嚢炎1例(無 効)で あ った。

小 児の伝染性膿痂疹 に対 しては非常に良い治療結果を もた らした。

今 回の治験症例を も含 めた症例か らの病 巣分離coagulase陽 性Staphylococcusに 対するMICは

3.13μg/mlに ピー クを有 していた。なお,保 存209-p JCの3株 に対 しては1.6μg/mlで あった。

序 文

合成Cephalosporin系 抗生物質には,す でに数多 く

のものが開発 され ていて,皮 膚科領域 のStaphylococous

感染症に対 しては もっとも有効なものとされてい る。今

回日本 ブ リス トル ・ラポ ラ トリーズ 社か ら新 しいCep-

halosporin系 抗生物質であ るCefadroxil1)の カプセル

剤 の提供を うけ て,伝 染性膿痂疹 を主体 とす る各種膿皮

症 に使用 したのでそ の成績を報告す る。

瓦 試験管内抗菌力

材 料 と 方 法

日本化学療法学会MIC小 委員会の方法に従 って,寒

天平板希釈 法に よ り被検菌 の最小発育阻止濃度を測定 し

た。抗菌 力試験培地 はHeart infusion agarを 使用 し,

患者 より分離保存 した被検菌はTryptosoy brothで37°

C,18時 間増菌培養を行な って,そ の原液 を多目的 タイ

ピソグアパラー トに よって平板培地に接種 して,37℃,

24時 間後に各菌の発育の有無を観察 してMICを 測定 し

た。 同時に 保存 標準株 であるStaphylococcus aureus

209-P JC 3株 を対照 として測定 した。

成 績

結果はTable 1に 示す ごとく,Staphylococcus aureus

209-PJCの3株 に対 しては いずれ も1.6μg/mlで あ っ

たのに対 して,患 者病巣分離株であ るcoagulase陽 性

Table 1 Sensitivity distribution of clinical isolates
(S. aureus, inoculum size: 108 cells/ml)

MIC (us/m1) (24 strains)

(209-P JC: 1.6ƒÊg/ml)

Staphylococcus 24株 には3.13μg/mlに ピー クを示した

が,100μg/ml以 上 と0.4μg/ml以 下のMICを 示した

株はなか った。

II.臨 床 成 績

治 験 方 法

昭和53年 春,夏 季にわた って来院 した外来患者32例に

対 して本剤を投与 した。初診時 に病巣 より菌の分離を行

ない,保 存 してMIC測 定に供 した症例が多数を占めた。

カプセルを内服 しえない小児に対 してはカプセル内容粉

末 を取 り出 して分割 して甘味料 を添加 して経 口投与を行

なった。すベての患児はその投与方法が可能であった。

投与量は成人は1日 量750mg～1,000mg,小 児は20mg

/kg(15～30mg/kg)を 原則 とした。

外用薬剤 としてはび らん 面に対 してBacitracin-Fra-

diomycinの ワセ リン基剤軟 膏を外用させた。

効果判定は7日 以内に治療 に至 った場合は著効,14日

以内の場合は有効,そ れ より遅れて も治癒傾向のあるも

のをやや有効,治 癒傾向を示 さない ものを無効 と判定し

たが,治 療開始時の症状改善速度の速やかさや,再 来時

にすでに相当以前か ら症状改善 していたと思 う症例では

個 別に判断 した。

成 績

1)伝 染性膿痂疹に対す る治療成績はTable 2の ごと

くで,11ヵ 月か ら12才に至 る患者22例 に対 して200mg

か ら750mgを3日 か ら8日 間投与 して著効15,有 効7,

やや有効0,無 効0の 結果をえた。臨床症状の上では,

び らん面の乾燥は2日 か ら6日 に見 られた。1例 は7日

目には じめて再来観察を行な った。発赤 の消退はそれに

次いで見 られ ることが多いが,治 験では2日 から14日の

間に見 られた。痂皮,鱗 屑 の消退は多 くの場合最後まで
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Table 4 Overall clinical efficacy

残るものであるが,今 回の治験では3日 か ら19日 にわた

った。

症例中16例の病巣か らStaphylococcus aureusを 分離

して,そ のMICは0,78μg/m1～12.5μg/m1で3.13

μg/m1に ピークを有 した3株 について,CEZ, MPIPC,

EM感 受性をdiscで 測定 してCEZ, MPIPCに 対 して

は3株 とも感受性を有 していた。

2)痛 および癒腫症の6例 についてはTable 3に み ら

れるように,1才 か ら44才 の患者に対 して250mgか ら

1,000mgを3日 か ら16日間にわたって投与 して著効4.

有効1,や や有効1,無 効0の 結果を えた。 全例か ら

Staphylococcus aureusを 分離 した。Cefadroxilに 対す

るMICは4株 で3.13～12.5μg/m1で あった。

癌では通常病勢の緩和 と共 に疹痛の軽減 と発赤,腫 脹

の減少がお こる。今回は発赤は3日 ～6日 間で,疹 痛は

同時かやや遅れて消失 した。硬結は更にお くれて消失 し

た。

3)そ の他の膿皮症 として蜂窩織炎1例,膿 瘍2例,

毛嚢炎1例 に本剤を投与 した。結果は著効1,有 効1,

やや有効1,無 効1例 であ った。いずれ も症例数が少な

いが,無 効例で もMICは1.56μg/m1で あった。

4)副 作用は臨床上認め られる自覚的他覚的,な もの

は全例にみ られなかった。

考 察

皮膚領域のStaphylococcus感 染症は通常 入院を必要 と

しない程度の中等症以下の症例を対象 とす る ことが多

く,注射剤 よりも経 口剤の投与を行 う機会 が多 い。

従来各種の抗生物質 の膿皮症に対する治験を行な った

が,症 例 としては夏季に流行す る小児の伝染性膿痂疹を

選んだ場合に良い成績を得た。それは本疾 患が癩な どの

ように自然治癒す る傾向に乏 しく,お おむね画一的な経

過を とって病勢が進 退するか らであ る。す なわ ち湿潤,

び らん面 の乾燥,次 で痂皮,鱗 屑の脱落に よって治癒に

向かい,発 赤はその間に消失す ることが多い。又比較的

短時間に治癒 させ得 ることと,多 数の症例が一季節 の間

に訪れるので効果の検討が均一化 しやすいな どの点 であ

る。

今回32例 中22例 の伝染性膿痂疹についてCefadroxil

の効果を検討 して,Table 4の ごとく本症にっいては非

常に 良い結果をえた。他疾患では,例 えば病巣中の抗生

物質濃度が必ず しも一定せず,起 炎菌は死滅 しても症状

はなお残存す る傾向のある膿瘍や,毛 嚢内での常在菌で

あるStaphlococcus epidermidisの 増殖か ら考えて起炎

菌 よりも個体の感染抵抗 に問 題があ ると思われる毛嚢炎

に対 しては,今 回 も化学療 法は必ず しも効果を示 さなか

った。本剤は血中濃度がCEXよ りも長時間継続す る9

とも言われ てお り,今 回の治験症例は,そ の 分 離菌 の

MICか ら推測 して血中濃度以内にあると考え られるが,

結果的には32例 中著効20,有 効9,や や有効2,無 効1

例の結果 を得 たが,伝 染性膿痂 疹の結果か ら考えて,本

剤は膿皮症に対 して十分期待 しうる薬剤 と考 える。

文 献

1) BUCK, R. E.& K. E. PRICE: Cefadroxil, a new

broad-spectrum cephalosporin. Antimicr. Agents

& Chemoth. 11: 324-330, 1977

2) PFEFFER, M., A. JACKSON, J. XIMENS & J. P. DE

MENZES: Comparative human oral clinical pha-

rmacology of cefadroxil, cephalexin, and cephr-

adine. Antimicr. Agents & Chemoth. 11: 331•`

338, 1977



444 CHEMOTHERAPY JULY 1980

CEFADROXIL THERAPY OF PYODERMIA CONSISTING MOSTLY

OF IMPETIGO

HISASHI TAKAHASHI, OSAMU KANEKO and CHUBEI KITAMURA

Department of Dermatology, Teikyo University School of Medicine

Cefadroxil, a new synthetic cephalosporin antibiotic, was administered per os clinically in 32 cases of

pyodermia. Dosage was 20 mg/kg (15•`30 mg/kg) for children, and in those who can not accept a capsule

as it is, the content powder was administered divided with sweetening, which was received successfully.

For adults, daily dose 760 mg•`1 ,000 mg, maximal duration being 16 days.

Efficacy of the drug classified by disease was as follows : 22 cases of impetigo (excellent 15, good 7), 6

cases of furuncle and furunculosis (excellent 4 cases, good 1 case, fair 1 case), 1 case of phlegmon

(excellent), 2 cases of abscess (good 1 case, fair 1 case), and 1 case of folliculitis (poor). Brilliant

therapeutic result was obtained thus especially in the impetigo of children.

MIC showed a peak of 3.13 pg/ml against coagulase-positive Staphylococci isolated from lesions

including those of the present cases, whereas MIC exhibited 1.6 pg/ml against 3 stock strains of 209-P JC.


